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成果の概要/和賀正樹 

 

2024年10月21日から25日にかけて、京都大学の芝蘭会館にて「ATVA 2024 (Automated Techn

ology for Verification and Analysis) 検証と解析の自動技術に関する国際シンポジウ

ム」と「APLAS 2024 (Asian Symposium on Programming Languages and Systems) プログラ

ミング言語とシステムに関するアジアシンポジウム」という二つの国際会議(以下、「両国

際会議」と略記)を合同で並行して開催しました。これらの国際会議は共にアジア・太平洋

を主な開催場所としており、安全な計算機システムの構築に対する数学的なアプローチをト

ピックとするなどの共通点はあるものの、形式手法とプログラミング言語理論の各コミュニ

ティの差異などからこれまで別個に開催されていました。研究コミュニティの更なる広がり

や発展のために、今回初めて両国際会議を合同で開催する運びとなりました。両コミュニテ

ィから計153名の研究者が参加し、うち81名が海外からの参加となりました。 

10月21日にはATVA 2024のチュートリアルとして、「SMT Solving for Verification」（Han

iel Barbosa 氏）と「The VeriAbs Tool Suite for Code Verification」（Priyanka Darke 

氏と R Venkatesh 氏）の発表が行われました。また並行して、「Verification Mentoring 

Workshop (VMW)」が開催され、Orna Kupferman 氏、 Liana Hadarean 氏、Koko Muroya氏ら

が講演し、博士課程の学生や若手研究者などをサポートするためのキャリアパネルとラウン

ドテーブルディスカッションが行われました。 

10月21日から24日にかけて両国際会議の本会議が開催されました。本会議期間中は連日基調

講演、採択論文の発表、ポスターセッションなどが行われました。ATVA 2024とAPLAS 2024

でそれぞれ24報と18報の論文が採択され、各論文について口頭発表が行れました。また、AP

LAS 2024ではStudent Research Competitionやその他のポスター発表が行われ、計13題のポ

スター発表が行われました。発表用のポスターは会期中常時掲示され、コーヒーブレイクや

昼食などの合間にも多くの質問と意見交換が行われ、活発な議論の場となりました。 

基調講演は、ATVAとAPLASそれぞれに対して行われました。基調講演のリストは以下になり

ます。 

● 10月22日 (ATVA)「Playing Games on Automata」 Orna Kupferman 氏（ヘブライ大

学） 

● 10月22日 (APLAS)「How to design, document, and implement programming langua

ges」 Sukyoung Ryu 氏（KAIST） 

● 10月23日 (ATVA)「The Power of Feedback — Rethinking Reactive Synthesis for 

Autonomy-Driven Control of Cyber-Physical Systems」 Anne-Kathrin Schmuck 氏

（マックスプランクソフトウェアシステム研究所） 

● 10月23日 (APLAS)「K-Pop the Ultimate Compilation: No Kernel Left Behind」 S

ukyoung Ryu 氏（KAIST） 

● 10月24日 (ATVA・APLAS合同)「High-Order Fixpoint Logic for Automated Program 

Verification」 Naoki Kobayashi 氏（東京大学） 



10月25日には、APLAS-NIER (New Ideas and Emerging Results) ワークショップが開催され

ました。このワークショップでは、現在進行中の結果や直近の研究成果に関する発表が行わ

れました。特に、まだ完成していないが将来性のある研究や新しいアプローチについて、参

加者にとって貴重な議論の機会となりました。 

ATVAとAPLASの共催によって、形式手法とプログラミング言語の双方の視点を交えた議論が

可能となり、分野を超えた協力の重要性が再確認されました。研究者たちは活発な質疑応答

を通じて、各自の研究に対するフィードバックを得ることができました。また、コーヒーブ

レイクや昼食・10月23日に行ったバンケットなどは、参加者同士のネットワーキングと新た

なコラボレーションの種をまく重要な場となりました。 

本年に引き続き2025年もATVAとAPLASを同時開催する予定であり、本年の共催は長期的な学

術コミュニティ形成の重要な一歩となりました。今回の共同開催では貴財団からの助成をい

ただけたことで、これまでよりも大規模な国際会議の開催が可能となりました。いただいた

助成は、会場費・会場設営費などの各種用途に使わせていただきました。貴財団からの多大

なご支援に、深く感謝申し上げます。 

 

 


